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室内熱環境 建築的要因

1111 ．．．．序序序序

　　　　本報では、推定が難しい家具やゾーン間換気量等の

影響、窓面積率や外壁断熱性能などの建築設計要因、

空調設定室温や制御対象などの室内環境制御法の効果

について、ケーススタディを行い考察していく。

2222 ．．．．計算計算計算計算ケースケースケースケースとととと解析法解析法解析法解析法

　表1 にケーススタディの諸条件を示す。南、東、西、

インテリアゾーンの年間室負荷と、夏季（6 ～ 9 月）、

冬季（12 ～ 3 月）の空調時間帯PMV 値が快適域（-0.5

≦ P M V ≦ 0 . 5）に入る時間比率を求め、評価指標とし

た。そのほか、室内熱環境・室負荷の時刻変動、P M V

累積度数も調べた。

3333 ．．．．建築的要因建築的要因建築的要因建築的要因のののの効果効果効果効果

3 . 13 . 13 . 13 . 1 　　　　家具量家具量家具量家具量・・・・ゾーンゾーンゾーンゾーン間換気量間換気量間換気量間換気量　　　　図 1 より、家具量

が増えると年間負荷は微少ながら増加した。簡易な仮

定を導入して家具面温度も考慮した A S T 計算を行って

いる。家具量が増えると、作用温度が室温に近づき、

また室温スウィング量を抑える効果も若干あることか

ら、快適時間は増えている。ゾーン間換気量は、どの

程度の値に想定するか難しいが、空調時に全ゾーンの

室温が設定値に保たれていれば負荷への影響はなく、

結果的に年間室負荷の差はほとんどなかった。快適時

間率は冬季にゾーン間換気量による差があるが、2 0 0、

400CMH/ m のケースの差は小さい。

3 . 23 . 23 . 23 . 2 　　　　窓面積率窓面積率窓面積率窓面積率・・・・外壁断熱性能外壁断熱性能外壁断熱性能外壁断熱性能　　　　l o w - ε複層ガラス

を使用していることから、窓面積率を大きくしても暖

房負荷はあまり変わらず、冷房負荷が大きくなった。

窓面積率20 % の増加に対して、年間室負荷は約10 % 強

増加し、快適時間は、夏季冬季とも 5 ～ 1 0 % の減少を

示すゾーンが多い。窓面積率 3 0 % の場合について外壁

断熱性能を無断熱から変化させると、暖房負荷が減

り、冷房負荷は約 1 0 % ずつ増加している。冷暖合計負

荷では、断熱厚 2 5 m m が最も小さい。快適時間は、冬

季に断熱材の有無で大きな違いが現れるが、断熱され

ていれば厚さによる違いはあまり大きくない。図 2

( a )に南ゾーンの P M V 累積度数分布を示す。窓面積率

を小さくすると、冬季の日射による過剰な室温上昇や

夏季の放射環境悪化が抑制され、これが P M V 度数分布

に現れている。外壁断熱性能を上げると冬季の累積度

数曲線が快適側に平行移動する傾向があり、どの時間

にも放射環境の向上効果があることが予想できる。

表１ ケーススタディの諸条件

Kenta IIDA,Kimiko KOHRI and Hisaya ISHINO

1 2 3

0J/litK 15J/litK 30J/litK

0CMH/m 200CMH/m 400CMH/m

30% 50% 70%

低[0mm] 中 [25mm] 高[100mm]

快適
夏：24℃

冬：24℃

通常
夏：26℃

冬：22℃

省エネ
夏：28℃

冬：20℃

室温 作用温度 －

(b)ゾーン換気量

各条件

(a)家具の量

(c)窓面積率[%]*1

(d)外壁断熱性能*2

(e)空調室温 

(f)制御対象

(表注)*1 外壁断熱は 25mm。 *2 窓面積率は 30%、[]付き数値は

断熱材厚。 *3  表に示していない条件は標準条件と同じ

（図注）負荷は、4 ゾーンの合計床面積で除した値。
図１ 各ケースの年間負荷と室内快適性
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    第第第第 2222 報報報報　　　　建築的要因建築的要因建築的要因建築的要因とととと室内環境制御法室内環境制御法室内環境制御法室内環境制御法のののの効果解析効果解析効果解析効果解析

4444 ．．．．室内環境制御法室内環境制御法室内環境制御法室内環境制御法

4 . 14 . 14 . 14 . 1 　　　　空調室温空調室温空調室温空調室温　　　　図1 の負荷を見ると、空調室温を2 K

緩和すると年間室負荷が 6 ～ 8 % 減少する。省エネ設

定では、快適性が著しく損なわれ、夏季冬季とも快適

時間がほとんど 0 % のゾーンが出現した。室内気流速
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(c)空調制御法の影響

図3　作用温度制御時の代表日の環境・負荷時刻変動グラフ
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度は0.2m/ sec と仮定している。夏季冬季とも24℃の

快適設定にすると、冬季の南ゾーンで日射による過熱

が原因の快適時間低下があるが、他はほぼ 1 0 0 % の快

適時間となる。図2(b)より、2Kの室温緩和により、冬

季は0,5、夏季は0.6 程度のPMV 変化がある。

4.24.24.24.2　　　　制御対象制御対象制御対象制御対象　　　　26℃/22℃室温制御と 26℃/22℃作用

温度制御の比較を行った。図 1 より、室温制御時より

作用温度制御の方が年間室負荷は 1 0 % 増加している

が、快適時間は夏季冬季とも95 ～ 1 0 0 % となった。図

2 ( c ) より、特に夏季のゾーン差が解消さ

れたことがわかる。図3 に時刻変動特性を

示す。設定作用温度に保たれているとき

の室温と作用温度の差は、夏季は0 .5 ～

1.5K、冬季は0.5～1K室温である。第1報

の室温制御の結果に対して、夏季には、成行き除湿の

影響で、室温制御時より絶対湿度が低く、また、低湿

度のゾーンはPMV も低い傾向にある。室負荷は、室温

制御時よりインテリアゾーンは小さく、ペリメータ

ゾーンは大きくなった。

4 .4 .4 .4 . 結結結結

　　　　ケーススタディを通して、主要な要因の影響を捉

えることができ、室温制御に対する作用温度制御の

特徴を把握できた。
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